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(57)【要約】
【課題】表示パネルを駆動する表示装置を提供する。
【解決手段】本発明の表示装置は、複数の画素部を含む
表示パネルと、反転方式によって、データ電圧が次のフ
レームのデータ電圧の極性と基準電圧に対して同一な極
性の第１フレームで、表示パネルの画素部に基準電圧と
第１電位差を有する第１データ電圧を出力し、データ電
圧が次のフレームのデータ電圧の極性と基準電圧に対し
て反転した極性の第２フレームで、画素部に基準電圧と
第１電位差より小さい第２電位差を有する第２データ電
圧を出力するパネル駆動部と、を備える。これにより、
データ電圧の極性反転方式によるダウンキャパシタのシ
ェアリング電圧が考慮され、左眼用データ及び右眼用デ
ータが補償されて左眼用映像と右眼用映像との輝度偏差
を改善することができる。また、反転信号を変更して左
眼用映像と右眼用映像との輝度偏差を均一にすることで
表示品質を向上させることができる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素部を含む表示パネルと、
　反転方式によって、データ電圧が次のフレームのデータ電圧の極性と基準電圧に対して
同一な極性の第１フレームで前記画素部に前記基準電圧と第１電位差を有する第１データ
電圧を出力し、データ電圧が次のフレームのデータ電圧の極性と基準電圧に対して反転し
た極性の第２フレームで前記画素部に前記基準電圧と前記第１電位差より小さい第２電位
差を有する第２データ電圧を出力するパネル駆動部と、を備えることを特徴とする表示装
置。
【請求項２】
　前記画素部は、
　第１サブ領域に形成され、第１スイッチング素子を通じてデータ配線及び第ｎゲート配
線（ｎは自然数）に接続された第１液晶キャパシタと、
　第２サブ領域に形成され、第２スイッチング素子を通じて前記データ配線及び前記第ｎ
ゲート配線に接続された第２液晶キャパシタと、
　前記第２液晶キャパシタ及び第ｎ＋１ゲート配線に接続され、第３スイッチング素子を
通じて前記第２液晶キャパシタに印加される電圧を分割するダウンキャパシタと、を含む
ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１フレームのデータを第１補償データで生成し、前記第２フレームのデータを前
記第１補償データによる前記画素部の透過率と同一な透過率を有する第２補償データで生
成するデータ補償部を更に含み、
　前記パネル駆動部は、前記第１補償データを前記第１データ電圧に変換し、前記第２補
償データを前記第２データ電圧に変換して前記データ配線に出力することを特徴とする請
求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記データ補償部は、
　前記第１補償データを生成する第１ルックアップテーブルと、
　前記第２補償データを生成する第２ルックアップテーブルと、を含むことを特徴とする
請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記データ補償部は、
　前記第１補償データを生成するルックアップテーブルと、
　前記第１補償データを用いて前記第２補償データを生成する演算部と、を含むことを特
徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記パネル駆動部は、前記第１フレームで左眼用データ電圧を前記表示パネルに出力し
、前記第２フレームで右眼用データ電圧を前記表示パネルに出力することを特徴とする請
求項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　複数の画素部を含む表示パネルと、
　複数の左眼用データフレーム及び複数の右眼用データフレームを生成する映像処理部と
、
　前記複数の左眼用フレーム及び前記複数の右眼用フレームで、前のフレームのデータ電
圧の極性と同一な極性のデータ電圧を有するフレームの個数及び前のフレームのデータ電
圧の極性と基準電圧に対して反転した極性のデータ電圧を有するフレームの個数が共に同
一な反転信号を生成するタイミング制御部と、
　前記反転信号に基づき前記左眼用データフレーム及び前記右眼用データフレームを前記
基準電圧に対して負極性及び正極性のデータ電圧に変換して前記表示パネルに出力するデ
ータ駆動部と、を備えることを特徴とする表示装置。



(3) JP 2012-108514 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

【請求項８】
　各画素部は、
　前記画素部の第１サブ領域に形成され、第１スイッチング素子を通じてデータ配線及び
第ｎゲート配線（ｎは自然数）に接続された第１液晶キャパシタと、
　前記画素部の第２サブ領域に形成され、第２スイッチング素子を通じて前記データ配線
及び前記第ｎゲート配線に接続された第２液晶キャパシタと、
　前記第２液晶キャパシタ及び第ｎ＋１ゲート配線に接続され、第３スイッチング素子を
通じて前記第２液晶キャパシタに印加される電圧を分割するダウンキャパシタと、を含む
ことを特徴とする請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記表示パネルが（６０Ｈｚ×Ｉ）（Ｉは４以上の自然数）フレーム周波数で駆動され
る場合、前記反転信号は、最初のＩフレームの間でローレベル、次のＩフレームの間でハ
イレバル、次の２フレームの間でローレベル、次のＩフレームの間でハイレバル、次のＩ
フレームの間でローレベル、及び次の２フレームの間でハイレバルを有することを特徴と
する請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記反転信号の周期は［（４×Ｉ）×Ｋ（Ｋは自然数）＋４］フレームであることを特
徴とする請求項９に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、より詳細には、３次元映像品質を向上させるための表示パ
ネルを駆動する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、液晶表示装置は２次元平面映像を表示する。最近は、ゲーム、映画などのよ
うな分野において、３次元立体映像に対する需要の増加に伴い、液晶表示装置を用いて３
次元立体映像を表示している。
【０００３】
　一般的に、立体映像は人の二つの目を通した両眼視差（ｂｉｎｏｃｕｌａｒ　ｐａｒａ
ｌｌａｘ）の原理を用いて立体映像を表示する。例えば、人の二つの目は一定程度離れて
存在するものなので、それぞれの目で異なる角度から観察した映像が脳に入力されて立体
的に見える。立体映像表示装置は人のこのような両眼視差を利用する。
【０００４】
　両眼視差を利用する方式では、眼鏡方式（ｓｔｅｒｅｏｓｃｏｐｉｃ）と非眼鏡方式（
ａｕｔｏｓｔｅｒｅｏｓｃｏｐｉｃ）がある。眼鏡方式には、両眼にそれぞれ青色と赤色
の色眼鏡をかけるアナグリフ（ａｎａｇｌｙｐｈ）方式と、時間分割されて左眼映像と右
眼映像とを周期的に表示し、この周期に同期した左眼シャッタと右眼シャッタとを開閉す
る眼鏡をかけるシャッタ眼鏡（Ｓｈｕｔｔｅｒ　Ｇｌａｓｓ）方式などがある。
【０００５】
　一般的に、液晶表示装置には残像特性を改善するための方案として反転方式が採用され
ている。反転方式にはドット単位の反転方式とフレーム単位の反転方式などがある。シャ
ッタ眼鏡方式は、左眼映像と右眼映像とが時分割駆動されることによって、フレーム反転
方式によりデータ電圧の極性変化によって左眼映像と右眼映像との間の輝度差が発生する
問題点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第２８４００１２号公報
【特許文献２】特許第４３７６７６４号公報
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【特許文献３】特開２００９－０７５３９２号公報
【特許文献４】米国特許出願公開２００９／０１４６９１４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、左眼映
像と右眼映像との輝度差異を改善するための表示パネルを駆動する表示装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一特徴による表示装置は、表示パネル及び
パネル駆動部を含む。前記表示パネルは複数の画素部を含む。前記パネル駆動部は、デー
タ電圧が次のフレームのデータ電圧の極性と基準電圧に対して同一な極性の第１フレーム
で、表示パネルの画素部に前記基準電圧と第１電位差を有する第１データ電圧を出力し、
データ電圧が次のフレームのデータ電圧の極性と基準電圧に対して反転した極性の第２フ
レームで、前記画素部に前記基準電圧と前記第１電位差より小さい第２電位差を有する第
２データ電圧を出力する。
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明の他の特徴による表示装置は、表示パネル、
映像処理部、タイミング制御部、及びデータ駆動部を含む。前記表示パネルは画素部を含
む。前記映像処理部は複数の左眼用データフレーム及び複数の右眼用データフレームを生
成する。前記タイミング制御部は、前記複数の左眼用フレーム及び前記複数の右眼用フレ
ームで、前のフレームのデータ電圧の極性と同一な極性のデータ電圧を有するフレームの
個数及び前のフレームのデータ電圧の極性と基準電圧に対して反転した極性のデータ電圧
を有するフレームの個数が共に同一な反転信号を生成する。前記データ駆動部は前記反転
信号に基づき前記左眼用データフレーム及び前記右眼用データフレームを前記基準電圧に
対して負極性及び正極性のデータ電圧に変換して前記表示パネルに出力する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の表示装置によれば、データ電圧の極性反転方式によるダウンキャパシタのシェ
アリング電圧を考慮し、左眼用データ及び右眼用データを補償することによって、左眼用
映像と右眼用映像との輝度偏差を改善することができる。また、反転信号を変更して左眼
用映像と右眼用映像との輝度偏差を均一にして表示品質を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置のブロック図である。
【図２】図１に示した表示パネルの画素部の等価回路図である。
【図３】図１の表示装置によるデータ処理方法の一例を説明するためのフローチャートで
ある。
【図４】図３のデータ処理方法による３次元映像モードの際の入出力信号のタイミング図
である。
【図５】図３のデータ処理方法による２次元映像モードの際の入出力信号のタイミング図
である。
【図６】３次元映像モードの際の図２に示した画素部の動作を説明するための波形図であ
る。
【図７】３次元映像モードの際の図２に示した画素部の動作を説明するための波形図であ
る。
【図８】本発明の他の実施形態によるデータ補償部のブロック図である。
【図９】本発明の他の実施形態による表示装置のブロック図である。
【図１０】図９の表示装置でデータ電圧の極性変化による画素部の動作を説明するための
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波形図である。
【図１１】図９の表示装置でデータ電圧の極性変化による画素部の動作を説明するための
波形図である。
【図１２】図９の表示装置による３次元映像モードの際の入出力信号のタイミング図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の表示装置を実施するための形態の具体例を、図面を参照しながらより詳
細に説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の一実施形態による表示装置のブロック図であり、図２は、図１に示し
た表示パネルの等価回路図である。
【００１４】
　図１及び図２を参照すると、表示装置は、表示パネル１００、映像処理部２００、デー
タ補償部４１０、タイミング制御部３００、パネル駆動部５００、及びシャッタメガネ６
００を含む。
【００１５】
　表示パネル１００は、複数の画素部を定義する複数の画素領域を含む。図２を参照する
と、各画素部Ｐは、第１スイッチング素子ＴＲ１、第１液晶キャパシタＣＬＣ１及び第１
ストレージキャパシタＣＳＴ１、第２スイッチング素子ＴＲ２、第２液晶キャパシタＣＬ
Ｃ２及び第２ストレージキャパシタＣＳＴ２、第３スイッチング素子ＴＲ３及びダウンキ
ャパシタＣｄを含む。画素部Ｐの画素領域は、第１液晶キャパシタが形成される領域に対
応した第１サブ領域ＳＰ１と、第２液晶キャパシタが形成される領域に対応した第２サブ
領域ＳＰ２からなる。
【００１６】
　第１スイッチング素子ＴＲ１は、第ｎゲート配線ＧＬｎ（ｎは自然数）、データ配線Ｄ
Ｌ、及び第１液晶キャパシタＣＬＣ１の第１サブ電極ＳＥ１に接続される。第２スイッチ
ング素子ＴＲ２は、第ｎゲート配線ＧＬｎ、データ配線ＤＬ、及び第２液晶キャパシタＣ
ＬＣ２の第２サブ電極ＳＥ２に接続される。第３スイッチング素子ＴＲ３は、第ｎ＋１ゲ
ート配線ＧＬｎ＋１、第２液晶キャパシタＣＬＣ２の第２サブ電極ＳＥ２、及びダウンキ
ャパシタＣｄの第１電極Ｅ１に接続される。
【００１７】
　あるフレームで、第ｎゲート配線ＧＬｎにハイレベルの第ｎゲート信号Ｇｎが受信され
る第ｎ区間で、第１及び第２スイッチング素子ＴＲ１、ＴＲ２は、ターン－オンされ、デ
ータ配線ＤＬに印加されたデータ電圧を第１液晶キャパシタＣＬＣ１の第１サブ電極及び
第２液晶キャパシタＣＬＣ２の第２サブ電極に印加する。次に、第ｎ＋１ゲート配線ＧＬ
ｎ＋１にハイレベルの第ｎ＋１ゲート信号Ｇｎ＋１が受信される第ｎ＋１区間で、第３ス
イッチング素子ＴＲ３は、ターン－オンされ、第２液晶キャパシタＣＬＣ２の第２サブ電
極に印加されたデータ電圧をダウンキャパシタＣｄによって一部分シェアリングする。こ
れにより、第１液晶キャパシタＣＬＣ１にはデータ電圧が印加され、第２液晶キャパシタ
ＣＬＣ２にはデータ電圧より低い分割電圧が印加される。従って、画素部Ｐの第１サブ領
域ＳＰ１は相対的に高輝度で駆動され、第２サブ領域ＳＰ２は相対的に低輝度で駆動され
る。
【００１８】
　映像処理部２００は、受信したデータを用いて複数のデータフレームを生成する。例え
ば、２４０Ｈｚの３次元映像モードの場合、映像処理部２００は、受信したデータを左眼
データと右眼データに分離し、分離した左眼及び右眼データのそれぞれを表示パネル１０
０の解像度でスケーリングして左眼用データフレーム及び右眼用データフレームを生成し
、左眼用及び右眼用データフレームのそれぞれを反復して出力する。２４０Ｈｚの２次元
映像モードの場合、映像処理部２００は、現在の受信したデータフレームと次に受信され
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るデータフレームとを基に動きを推定及び補間方式を用いて補間データフレームを生成し
、現在の受信したデータフレームを反復して第１及び第２データフレームを生成し、補間
データフレームを反復して第１及び第２補間データフレームを生成する。
【００１９】
　タイミング制御部３００は、映像処理部２００から提供された複数のデータフレームを
データ補償部４１０に提供する。３次元映像モードの場合、タイミング制御部３００は、
左眼用データフレームと右眼用データフレームとの間に左眼用ブラックデータフレームを
挿入し、右眼用データフレームと左眼用フレームデータとの間に右眼用ブラックデータフ
レームを挿入する。２次元映像モードの場合、タイミング制御部３００は、映像処理部２
００で生成された複数のデータフレームをデータ補償部４１０にそのまま提供する。
【００２０】
　また、タイミング制御部３００は、データ補償部４１０及びパネル駆動部５００のそれ
ぞれに制御信号を提供する。タイミング制御部３００は、データ補償部４１０に第１及び
第２ルックアップデーブル４１３、４１５のうちの一つを選択するための選択信号ＳＥＬ
を提供する。３次元映像モードの場合、第１選択信号ＳＥＬ１はハイレベル及びローレベ
ルを含み、２次元映像モードの場合、第２選択信号ＳＥＬ２はハイレベル又はローレベル
を含む。タイミング制御部３００は、パネル駆動部５００に反転信号ＲＥＶを提供する。
反転信号ＲＥＶは、データ配線に出力されるデータ電圧の極性を、設定されたフレーム単
位で基準電圧Ｖｃｏｍに対して反転させる。
【００２１】
　データ補償部４１０は、温度に対するイメージ歪曲を最小化するために前のフレームの
データを用いて現在のフレームのデータを補償して液晶の応答速度を改善する。これをＤ
ＣＣ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ）と称する
。例えば、ＤＣＣ技術は、現在のフレームのデータ階調が前のフレームのデータ階調に比
べて急激に大きい場合、現在のフレームのデータ階調を本来の現在のフレームのデータ階
調より高階調でオーバーシュート（Ｏｖｅｒ－ｓｈｏｏｔ）させて液晶のライジング（Ｒ
ｉｓｉｎｇ）応答速度を向上させ、反面、現在のフレームのデータ階調が前のフレームの
データ階調に比べて急激に小さい場合、現在のフレームのデータ階調を本来の現在のフレ
ームのデータ階調より低階調でダウンシュート（Ｄｏｗｎ－ｓｈｏｏｔ）させて液晶のフ
ォーリング（Ｆａｌｌｉｎｇ）応答速度を向上させる。
【００２２】
　本実施形態によるデータ補償部４１０は、メモリ４１１、第１ルックアップテーブル４
１３及び第２ルックアップテーブル４１５を含む。メモリ４１１はデータを保存する。第
１ルックアップテーブル４１３には、現在のフレームで受信したデータと前のフレームの
データにマッピングされた第１補償データが保存される。第２ルックアップテーブル４１
５には、現在のフレームで受信したデータと前のフレームのデータにマッピングされた第
２補償データが保存される。データ補償部４１０は、タイミング制御部３００から提供さ
れた選択信号のレベルに基づいて第１ルックアップテーブル４１３又は第２ルックアップ
テーブル４１５を選択する。第１ルックアップテーブル４１３にはノーマルな第１補償デ
ータが保存され、第２ルックアップテーブル４１５には第１補償データによる画素部Ｐの
透過率と同一な透過率を有する第２補償データが保存される。
【００２３】
　例えば、３次元映像モードの際、データ補償部４１０は、ハイレベルの第１選択信号Ｓ
ＥＬ１が受信されると、第１ルックアップテーブル４１３を用いて第１補償データを生成
し、ローレベルの第１選択信号ＳＥＬ１が受信されると、第２ルックアップテーブル４１
５を用いて第２補償データを生成する。また、２次元映像モードの際、データ補償部４１
０は、ハイレベルの第２選択信号ＳＥＬ２に応答し、第１ルックアップテーブル４１３を
用いて第１補償データを生成する。
【００２４】
　第２ルックアップテーブルには、３次元映像モードの際、左眼映像と右眼映像との輝度
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差を改善するための第２補償データが保存される。第２補償データについては詳細に後述
する。
【００２５】
　パネル駆動部５００は、データ駆動部５１０及びゲート駆動部５３０を含む。データ駆
動部５１０は、表示パネル１００のデータ配線に提供されるデータ電圧を出力する。ゲー
ト駆動部５３０は、表示パネル１００のゲート配線に提供されるゲート信号を出力する。
データ駆動部５１０は、タイミング制御部３００から提供された反転信号ＲＥＶに基づい
て、データ補償部４１０に提供された補償データに対応して基準電圧Ｖｃｏｍに対して正
極性のデータ電圧又は負極性のデータ電圧を生成する。
【００２６】
　例えば、タイミング制御部３００は、４フレーム単位でハイレベルとローレベルを反復
する反転信号ＲＥＶをデータ駆動部５１０に提供し、データ駆動部５１０は、反転信号Ｒ
ＥＶに応答して４フレーム単位で反転した極性のデータ電圧を出力する。
【００２７】
　シャッタメガネ６００は、３次元映像モードの際に用いられる。シャッタメガネ６００
は、表示パネル１００に左眼映像が表示される区間に開いて、右眼映像が表示される区間
に閉じられる左眼液晶シャッタと、表示パネル１００に右眼映像が表示される区間に開い
て、左眼映像が表示される区間に閉じられる右眼液晶シャッタを含む。シャッタメガネ６
００は、一般的に６０Ｈｚで駆動される。
【００２８】
　図３は、図１の表示装置によるデータ処理方法の一例を説明するためのフローチャート
であり、図４は、図３のデータ処理方法による３次元映像モードの際の入出力信号のタイ
ミング図であり、図５は、図３のデータ処理方法による２次元映像モードの際の入出力信
号のタイミング図である。
【００２９】
　図１、図３及び図４を参照すると、３次元映像モードで、映像処理部２００は、左眼用
データフレーム、左眼用ブラックデータフレーム、右眼用データフレーム、及び右眼用ブ
ラックデータフレームを順次に反復して出力する。
【００３０】
　タイミング制御部３００は、第１選択信号ＳＥＬ１を生成してデータ補償部４１０を制
御する（段階Ｓ１１０）。第１選択信号ＳＥＬ１は、第Ｎ及び第Ｎ＋１フレームＦＮ、Ｆ

Ｎ＋１の間でハイレベルＨＶであり、第Ｎ＋２及び第Ｎ＋３フレームＦＮ＋２、ＦＮ＋３

の間でローレベルＬＶであり、第Ｎ＋４及び第Ｎ＋５フレームＦＮ＋４、ＦＮ＋５の間で
ハイレベルＨＶであり、第Ｎ＋６及び第Ｎ＋７フレームＦＮ＋６、ＦＮ＋７の間でローレ
ベルＬＶである。第１選択信号ＳＥＬ１は、２フレーム単位でハイレベルＨＶとローレベ
ルＬＶとを交代で反復する４フレーム周期を有する。
【００３１】
　データ補償部４１０は、タイミング制御部３００から、左眼用データフレーム、左眼用
ブラックデータフレーム、右眼用データフレーム、及び右眼用ブラックデータフレームを
順次に受信する。
【００３２】
　データ補償部４１０は、第ＮフレームＦＮで左眼用データフレームの左眼用データが受
信されると、第１選択信号ＳＥＬ１のハイレベルＨＶに応答し、第１ルックアップテーブ
ル４１３を通じて左眼用第１補償データを生成する（段階Ｓ１２０）。左眼用第１補償デ
ータは、メモリ４１１に保存された前のフレームである第Ｎ－１フレームＦＮ－１の右眼
用ブラックデータと現在のフレームである第ＮフレームＦＮで受信した左眼用データに対
応して第１ルックアップテーブル４１３にマッピングされたデータである。
【００３３】
　データ補償部４１０は、第Ｎ＋１フレームＦＮ＋１で左眼用ブラックデータフレームに
含まれる左眼用ブラックデータが受信されると、第１選択信号ＳＥＬ１のハイレベルＨＶ
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に応答し、第１ルックアップテーブル４１３を用いて左眼用第１ブラックデータを生成す
る（段階Ｓ１２０）。左眼用第１ブラックデータは、メモリ４１１に保存された第Ｎフレ
ームＦＮの左眼用データと第Ｎ＋１フレームＦＮ＋１の左眼用ブラックデータに対応して
第１ルックアップテーブル４１３にマッピングされたデータである。
【００３４】
　データ補償部４１０は、第Ｎ＋２フレームＦＮ＋２で右眼用データフレームの右眼用デ
ータが受信されると、第１選択信号ＳＥＬ１のローレベルＬＶに応答し、第２ルックアッ
プテーブル４１５を用いて右眼用第２補償データを生成する（段階Ｓ１２０）。右眼用第
２補償データは、メモリ４１１に保存された前のフレームである第Ｎ＋１フレームＦＮ＋

１の左眼用ブラックデータと現在のフレームである第Ｎ＋２フレームＦＮ＋２で受信した
右眼用データに対応して第２ルックアップテーブル４１５にマッピングされたデータであ
る。
【００３５】
　データ補償部４１０は、第Ｎ＋３フレームＦＮ＋３で右眼用ブラックデータフレームの
右眼用ブラックデータが受信されると、第１選択信号ＳＥＬ１のローレベルＬＶに応答し
、第２ルックアップテーブル４１５を用いて右眼用第２ブラックデータを生成する（段階
Ｓ１２０）。右眼用第２ブラックデータは、メモリ４１１に保存された第Ｎ＋２フレーム
ＦＮ＋２の右眼用データと第Ｎ＋３フレームＦＮ＋３の右眼用ブラックデータに対応して
第２ルックアップテーブル４１５にマッピングされたデータである。
【００３６】
　同一の方式で、データ補償部４１０は、第Ｎ＋４、第Ｎ＋５、第Ｎ＋６、及び第Ｎ＋７
フレームＦＮ＋４、ＦＮ＋５、ＦＮ＋６、ＦＮ＋７の間、左眼用第１補償データ、左眼用
第１ブラックデータ、右眼用第２補償データ、右眼用第２ブラックデータを生成する。デ
ータ補償部４１０は、第２ルックアップテーブル４１５を通じて、左眼用第１補償データ
に比べて相対的に低階調の右眼用第２補償データを生成する。これにより、後述するフレ
ーム反転方式によって、左眼用第１補償データに対する左眼用映像と右眼用第２補償デー
タに対する右眼用映像の輝度を均一にする。
【００３７】
　タイミング制御部３００は、反転信号ＲＥＶをデータ駆動部５１０に提供してデータ駆
動部５１０の出力信号の極性を制御する。反転信号ＲＥＶは、第Ｎ、第Ｎ＋１、第Ｎ＋２
、及び第Ｎ＋３フレームＦＮ、ＦＮ＋１、ＦＮ＋２、ＦＮ＋３の間でハイレベルＨＶであ
り、第Ｎ＋４、第Ｎ＋５、第Ｎ＋６、及び第Ｎ＋７フレームＦＮ＋４、ＦＮ＋５、ＦＮ＋

６、ＦＮ＋７の間でローレベルＬＶである。反転信号ＲＥＶは８フレーム周期を有する。
【００３８】
　データ駆動部５１０は、反転信号ＲＥＶのハイレベルＨＶに基づいて、第Ｎ、第Ｎ＋１
、第Ｎ＋２、及び第Ｎ＋３フレームＦＮ、ＦＮ＋１、ＦＮ＋２、ＦＮ＋３の間で基準電圧
Ｖｃｏｍに対して正極性のデータ電圧を出力する。即ち、データ駆動部５１０は、第Ｎフ
レームＦＮで第１補償データを正極性の第１データ電圧＋ＤＶ１に変換して出力し、第Ｎ
＋１フレームＦＮ＋１で第１補償ブラックデータをブラックデータ電圧ＢＤＶに変換して
出力し、第Ｎ＋２フレームＦＮ＋２で第２補償データを正極性の第２データ電圧＋ＤＶ２
に変換して出力し、第Ｎ＋３フレームＦＮ＋３で第２補償ブラックデータをブラックデー
タ電圧ＢＤＶに変換して出力する。
【００３９】
　同一の方式で、データ駆動部５１０は、反転信号ＲＥＶのローレベルＬＶに基づいて、
第Ｎ＋４、第Ｎ＋５、第Ｎ＋６、及び第Ｎ＋７フレームＦＮ＋４、ＦＮ＋５、ＦＮ＋６、
ＦＮ＋７の間で基準電圧Ｖｃｏｍに対して負極性の第１データ電圧－ＤＶ、ブラックデー
タ電圧ＢＤＶ、負極性の第２データ電圧－ＤＶ２、及びブラックデータ電圧ＢＤＶに変換
して出力する（段階Ｓ４１０）。
【００４０】
　図１、図３及び図５を参照すると、２次元映像モードの場合、タイミング制御部３００
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は、ハイレベルの第２選択信号ＳＥＬ２を生成してデータ補償部４１０に提供する（段階
Ｓ２１０）。データ補償部４１０は、第２選択信号ＳＥＬ２に応答し、第１ルックアップ
テーブル４１３を用いて、受信したデータに対応する補償データを生成する。
【００４１】
　２次元映像モードに対応して、データ補償部４１０は、タイミング制御部３００から、
第１データフレーム、第２データフレーム、第１補間データフレーム、及び第２補間デー
タフレーム順次に受信する。
【００４２】
　データ補償部４１０は、第ＮフレームＦＮで第１データフレームのデータが受信される
と、第２選択信号ＳＥＬ２のハイレベルＨＶに応答し、第１ルックアップテーブル４１３
を用いて第１補償データを生成する（段階Ｓ２２０）。第１補償データは、メモリ４１１
に保存された前のフレームである第Ｎ－１フレームＦＮ－１のデータと現在のフレームで
ある第ＮフレームＦＮで受信したデータに対応して第１ルックアップテーブル４１３にマ
ッピングされたデータである。
【００４３】
　同一の方式で、データ補償部４１０は、２次元映像モードでハイレベルＨＶの第２選択
信号ＳＥＬ２に応答し、第１ルックアップテーブル４１３を用いて、受信したデータの第
１補償データを生成して出力する（段階Ｓ２２０）。
【００４４】
　タイミング制御部３００は、反転信号ＲＥＶをデータ駆動部５１０に提供してデータ駆
動部５１０の出力信号の極性を制御する。反転信号ＲＥＶは、第Ｎ、第Ｎ＋１、第Ｎ＋２
、及び第Ｎ＋３フレームＦＮ、ＦＮ＋１、ＦＮ＋２、ＦＮ＋３の間でハイレベルＨＶであ
り、第Ｎ＋４、第Ｎ＋５、第Ｎ＋６、及び第Ｎ＋７フレームＦＮ＋４、ＦＮ＋５、ＦＮ＋

６、ＦＮ＋７の間でローレベルＬＶである。このように、反転信号ＲＥＶが８フレーム周
期を有する場合を例として説明する。
【００４５】
　データ駆動部５１０は、第Ｎ、第Ｎ＋１、第Ｎ＋２、及び第Ｎ＋３フレームＦＮ、ＦＮ

＋１、ＦＮ＋２、ＦＮ＋３の間で反転信号ＲＥＶのハイレベルＨＶに応答して基準電圧Ｖ
ｃｏｍに対して正極性（＋）のデータ電圧を出力し、第Ｎ＋４、第Ｎ＋５、第Ｎ＋６、及
び第Ｎ＋７フレームＦＮ＋４、ＦＮ＋５、ＦＮ＋６、ＦＮ＋７の間で反転信号ＲＥＶのロ
ーレベルＬＶに応答して基準電圧Ｖｃｏｍに対して負極性（－）のデータ電圧を出力する
。即ち、データ駆動部５１０は、第Ｎ、第Ｎ＋１、第Ｎ＋２、及び第Ｎ＋３フレームＦＮ

、ＦＮ＋１、ＦＮ＋２、ＦＮ＋３の間で第１補償データを正極性の第１データ電圧＋ＤＶ
１に変換して出力し、第Ｎ＋４、第Ｎ＋５、第Ｎ＋６、及び第Ｎ＋７フレームＦＮ＋４、
ＦＮ＋５、ＦＮ＋６、ＦＮ＋７の間で第１補償データを負極性の第１データ電圧－ＤＶに
変換して出力する。
【００４６】
　図６及び図７は、３次元映像モードの際の図２に示した画素部の動作を説明するための
波形図である。
【００４７】
　図１、図２及び図６を参照すると、データ配線ＤＬには、４フレームの間、左眼用第１
データ電圧、左眼用第１ブラックデータ電圧、右眼用第２データ電圧、及び右眼用第２ブ
ラックデータ電圧が受信される。これに対応して、反転信号は８フレーム周期を有する。
従って、左眼用第１データ電圧は、次のフレームの右眼用第２データ電圧と同一の極性を
有し、右眼用第２データ電圧は、次のフレームの左眼用第１データ電圧に対して反転した
極性を有する。即ち、左眼用第１データ電圧は、前のフレームの右眼用第２データ電圧に
対して反転した極性を有し、右眼用第２データ電圧は、前のフレームの左眼用第１データ
電圧と同一の極性を有する。
【００４８】
　例えば、第ＮフレームＦＮで、データ配線ＤＬには正極性の左眼用第１データ電圧＋Ｄ
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Ｖ１が印加される。第ｎゲート配線ＧＬｎに第ｎゲート信号Ｇｎが印加されると、第１液
晶キャパシタＣＬＣ１の第１サブ電極ＳＥ１及び第２液晶キャパシタＣＬＣ２の第２サブ
電極ＳＥ２に左眼用第１データ電圧＋ＤＶ１が印加される。正極性の第１データ電圧＋Ｄ
Ｖ１は、第１ルックアップテーブル４１３によって補償された第１補償データに対応する
電圧であり、基準電圧Ｖｃｏｍに対して第１電位差ＶＰ１を有する。第ｎ＋１ゲート信号
が印加される前まで、ダウンキャパシタＣｄは、第Ｎ－１フレームＦＮ－１でシェアリン
グされた電荷量に対応する負極性の分割電圧－ＳＶＮ－１を維持する。分割電圧－ＳＶＮ

－１は、第Ｎ－１フレームの左眼用ブラックデータ電圧と第Ｎ－２フレームの負極性の右
眼用データ電圧に基づいた負極性（－）を有する。
【００４９】
　次に、第ｎ＋１ゲート信号Ｇｎ＋１が印加されると、第２液晶キャパシタＣＬＣ２に印
加された正極性の第１データ電圧＋ＤＶ１は、ダウンキャパシタＣｄによって、一部分シ
ェアリングされる。ダウンキャパシタＣｄは、第２電極Ｅ２に第Ｎ－１フレームＦＮ－１

の分割電圧－ＳＶＮ－１が維持された状態で、第１電極Ｅ１に正極性の第１データ電圧＋
ＤＶ１が印加されると、正極性の第１データ電圧＋ＤＶ１と分割電圧－ＳＶＮ－１の電圧
差に対応して一定の電荷量を充電する。これよって、第２液晶キャパシタＣＬＣ２には、
正極性の第１データ電圧＋ＤＶ１からダウンキャパシタＣｄによってシェアリングされた
電圧を除いた第１分割電圧＋ＳＶＮが印加される。第１分割電圧＋ＳＶＮは、基準電圧Ｖ
ｃｏｍに対して第１電位差ＶＰ１より小さい第２電位差ＶＰ２を有する。
【００５０】
　結果的に、第１液晶キャパシタＣＬＣ１の第１サブ電極ＳＥ１に正極性の第１データ電
圧＋ＤＶ１が印加され、第２液晶キャパシタＣＬＣ２の第２サブ電極ＳＥ２に第１分割電
圧＋ＳＶＮが印加される。これにより、第１サブ領域ＳＰ１の透過率は第２サブ領域ＳＰ
２の透過率より高い。
【００５１】
　図１、図２及び図７を参照すると、第Ｎ＋２フレームＦＮ＋２で、データ配線ＤＬには
正極性の右眼用第２データ電圧＋ＤＶ２が印加される。第ｎゲート配線ＧＬｎに第ｎゲー
ト信号Ｇｎが印加されると、第１液晶キャパシタＣＬＣ１の第１サブ電極ＳＥ１及び第２
液晶キャパシタＣＬＣ２の第２サブ電極ＳＥ２に第２データ電圧＋ＤＶ２が印加される。
正極性の第２データ電圧＋ＤＶ２は、第２ルックアップテーブル４１５によって補償され
た第２補償データに対応する電圧であり、基準電圧Ｖｃｏｍに対して第３電位差ＶＰ３を
有する。第ｎ＋１ゲート信号が印加される前まで、ダウンキャパシタＣｄは、第Ｎ＋１フ
レームＦＮ＋１でシェアリングされた電荷量に対応する正極性の分割電圧＋ＳＶＮ＋１を
維持する。分割電圧＋ＳＶＮ＋１は、第Ｎ＋１フレームの左眼用ブラックデータ電圧と第
Ｎフレームの正極性の左眼用データ電圧に基づいた正極性（＋）を有する。
【００５２】
　次に、第ｎ＋１ゲート信号が印加されると、第２液晶キャパシタＣＬＣ２に印加された
正極性の第２データ電圧＋ＤＶ２は、ダウンキャパシタＣｄによって一部分シェアリング
される。ダウンキャパシタＣｄは、第２電極Ｅ２に第Ｎ＋１フレームＦＮ＋１の分割電圧
＋ＳＶＮ＋１が維持された状態で、第１電極Ｅ１に正極性の第２データ電圧＋ＤＶ２が印
加されると、正極性の第２データ電圧＋ＤＶ２と正極性の分割電圧＋ＳＶＮ＋１の電圧差
に対応して一定の電荷量を充電する。これにより、第２液晶キャパシタＣＬＣ２には、正
極性の第２データ電圧＋ＤＶ２からダウンキャパシタＣｄによってシェアリングされた電
圧を除いた第２分割電圧＋ＳＶＮ＋２が印加される。第２分割電圧＋ＳＶＮ＋２は、基準
電圧Ｖｃｏｍに対して第３電位差ＶＰ３より小さい第４電位差ＶＰ４を有する。
【００５３】
　結果的に、第１液晶キャパシタＣＬＣ１の第１サブ電極ＳＥ１に正極性の第２データ電
圧＋ＤＶ２が印加され、第２液晶キャパシタＣＬＣ２の第２サブ電極ＳＥ２に第２分割電
圧（＋ＳＶＮ＋２）が印加される。これにより、第１サブ領域ＳＰ１の透過率は第２サブ
領域ＳＰ２の透過率より高い。
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【００５４】
　図１、図６及び図７を参照すると、第ＮフレームＦＮの間で、画素部Ｐに該当する画素
データは、第１ルックアップテーブル４１３を通じて第１補償データで補償され、第１補
償データは、第１データ電圧に変換されて第１液晶キャパシタＣＬＣ１に提供され、第１
データ電圧＋ＤＶ１は、ダウンキャパシタＣｄによって第１分割電圧＋ＳＶＮに分割され
て第２液晶キャパシタＣＬＣ２に提供される。これにより、第１液晶キャパシタＣＬＣ１
の両端の電極は、第１電位差ＶＰ１を有し、第２液晶キャパシタＣＬＣ２の両端の電極は
、第１電位差ＶＰ１より小さい第２電位差ＶＰ２を有する。第１液晶キャパシタＣＬＣ１
が形成された画素部Ｐの第１サブ領域ＳＰ１は第１透過率を有し、第２液晶キャパシタＣ
ＬＣ２が形成された画素部Ｐの第２サブ領域ＳＰ２は第１透過率より低い第２透過率を有
し、画素部Ｐは第１平均透過率を有する。
【００５５】
　一方、第Ｎ＋２フレームＦＮ＋２の間で、画素部Ｐに該当する画素データは、第２ルッ
クアップテーブル４１５を通じて第２補償データで補償され、第２補償データは、第２デ
ータ電圧＋ＤＶ２に変換されて第１液晶キャパシタＣＬＣ１に提供され、第２データ電圧
＋ＤＶ２は、ダウンキャパシタＣｄによって第２分割電圧（＋ＳＶＮ＋２）に分割されて
第２液晶キャパシタＣＬＣ２に提供される。これにより、第１液晶キャパシタＣＬＣ１の
両端の電極は、第１電位差ＶＰ１より小さい第３電位差ＶＰ３を有し、第２液晶キャパシ
タＣＬＣ２の両端の電極は、第３電位差ＶＰ３より小さく第２電位差ＶＰ２より大きい第
４電位差ＶＰ４を有する。第１液晶キャパシタＣＬＣ１が形成された画素部Ｐの第１サブ
領域ＳＰ１は、第１透過率より低い第３透過率を有し、第２液晶キャパシタＣＬＣ２が形
成された画素部Ｐの第２サブ領域ＳＰ２は、第３透過率より低く第２透過率より高い第４
透過率を有し、画素部Ｐは第１平均透過率と同一な第２平均透過率を有する。
【００５６】
　本実施形態によると、電圧極性が次のフレームと同一な第１フレームと、電圧極性が次
のフレームに対して反転した第２フレームのそれぞれに対して、異なるルックアップテー
ブルを適用することによって、フレーム間の輝度偏差を除去することができる。
【００５７】
　図８は、本発明の他の実施形態によるデータ補償部のブロック図である。
【００５８】
　図１及び図８を参照すると、本実施形態による表示装置は、図１に示した表示装置と比
較すると、データ補償部を除いた残りの構成要素は実質的に同一である。以下では、同一
の構成要素について重複する説明は省略する。
【００５９】
　データ補償部４２０は、メモリ４２１、ルックアップテーブル４２３、及び演算部４２
５を含む。メモリ４２１はデータを保存する。ルックアップテーブル４２３には、現在の
フレームで受信したデータと前のフレームのデータにマッピングされた第１補償データが
保存される。演算部４２５は、第１補償データを用いて、受信したデータに対する第２補
償データを生成する。第２補償データは、上述した実施形態の通り、３次元映像モードの
際の左眼映像と右眼映像との輝度差を改善するための補償データである。
【００６０】
　本実施形態によると、現在のフレームの電圧極性が次のフレームに対して同一な場合と
、現在のフレームの電圧極性が次のフレームに対して反転した場合のうちの一つに対する
第１補償データが保存されたルックアップテーブルと、第１補償データを用いて設定され
た演算アルゴリズムを通じて他の一つに対する第２補償データを生成する演算部を適用す
ることによって、フレーム間の輝度偏差を除去することができる。第２補償データは、同
一の階調データに対して、第１補償データによる画素部Ｐの透過率と同一な透過率を有す
るように設定される。
【００６１】
　図９は、本発明の他の実施形態による表示装置のブロック図である。以下では、図１に
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示した表示装置と同一の構成要素に対して同一の図面符号を付与し、重複する説明は簡略
にする。
【００６２】
　図９を参照すると、表示装置は、表示パネル１００、映像処理部２００、タイミング制
御部３１０、データ補償部４３０、パネル駆動部５００、及びシャッタメガネ６００を含
む。
【００６３】
　表示パネル１００は、図２で説明した通り、複数の画素部を定義する複数の画素領域を
含む。図２を参照すると、各画素部Ｐは、第１スイッチング素子ＴＲ１、第１液晶キャパ
シタＣＬＣ１及び第１ストレージキャパシタＣＳＴ１、第２スイッチング素子ＴＲ２、第
２液晶キャパシタＣＬＣ２及び第２ストレージキャパシタＣＳＴ２、第３スイッチング素
子ＴＲ３及びダウンキャパシタＣｄを含む。画素部Ｐの画素領域は、第１液晶キャパシタ
が形成される領域に対応した第１サブ領域ＳＰ１と、第２液晶キャパシタが形成される領
域に対応した第２サブ領域ＳＰ２からなる。第１液晶キャパシタＣＬＣ１にはデータ電圧
が印加され、第２液晶キャパシタＣＬＣ２にはデータ電圧より低い分割電圧が印加される
。従って、画素部Ｐの第１サブ領域ＳＰ１は相対的に高輝度で駆動され、第２サブ領域Ｓ
Ｐ２は相対的に低輝度で駆動される。
【００６４】
　映像処理部２００は、受信したデータを用いて複数のデータフレームを生成する。例え
ば、２４０Ｈｚの３次元映像モードの場合、映像処理部２００は、左眼用データフレーム
及び右眼用データフレームを生成し、左眼用及び右眼用データフレームのそれぞれを反復
して出力する。２４０Ｈｚの２次元映像モードの場合、映像処理部２００は、現在の受信
したデータフレームを反復して第１及び第２データフレームを生成し、補間データフレー
ムを反復して第１及び第２補間データフレームを生成する。
【００６５】
　タイミング制御部３１０は、映像処理部２００から提供された複数のデータフレームを
データ補償部４３０に提供する。３次元映像モードの場合、タイミング制御部３１０は、
左眼用データフレームと右眼用データフレームとの間に左眼用ブラックデータフレームを
挿入し、右眼用データフレームと左眼用フレームデータとの間に右眼用ブラックデータフ
レームを挿入する。２次元映像モードの場合、タイミング制御部３１０は、映像処理部２
００で生成された複数のデータフレームをデータ補償部４３０にそのまま提供する。
【００６６】
　また、タイミング制御部３１０は、パネル駆動部５００に反転信号ＲＥＶを提供する。
反転信号ＲＥＶは、データ配線に出力されるデータ電圧の極性を、設定されたフレーム単
位で基準電圧Ｖｃｏｍに対して反転させる。
【００６７】
　反転信号ＲＥＶは、３次元映像モードで左眼映像と右眼映像との輝度差を改善するため
の周期を有する。反転信号ＲＥＶは、前のフレームに対して反転した極性のデータ電圧を
有するフレームの個数及び前のフレームと同一の極性のデータ電圧を有するフレームの個
数を、左眼用フレームと右眼用フレームに対して共に同一にする。例えば、表示パネルが
（６０Ｈｚ×Ｉ）（Ｉは４以上の自然数）フレーム周波数で駆動される場合、反転信号Ｒ
ＥＶは、最初のＩフレームの間でローレベル、次のＩフレームの間でハイレベル、次の２
フレームの間でローレベル、次のＩフレームの間でハイレベル、次のＩフレームの間でロ
ーレベル、そして次の２フレームの間でハイレベルを有する信号とし、一周期が［（４×
Ｉ）×Ｋ（Ｋは自然数）＋４］フレームである。
【００６８】
　反転信号ＲＥＶは、２次元映像モードで同一に適用されたり、２次元映像モードでは、
図５を参照して説明した実施形態と同一に適用されたりする。反転信号ＲＥＶによる詳細
な説明は後述する。
【００６９】
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　データ補償部４３０は、メモリ４３１及びルックアップテーブル４３３を含む。メモリ
４３１はデータを保存する。ルックアップテーブル４３３には、現在のフレームで受信し
たデータと前のフレームのデータにマッピングされた補償データが保存される。データ補
償部４３０は、受信したデータとメモリ４３１に保存されたデータを用いて、ルックアッ
プテーブル４３３に保存された補償データを、受信したデータの補償データとして出力す
る。
【００７０】
　パネル駆動部５００は、データ駆動部５１０及びゲート駆動部５３０を含む。データ駆
動部５１０は、タイミング制御部３１０から提供された反転信号ＲＥＶに基づいて、デー
タ補償部４３０に提供された補償データに対応して基準電圧Ｖｃｏｍに対して正極性のデ
ータ電圧又は負極性のデータ電圧を生成する。
【００７１】
　シャッタメガネ６００は、３次元映像モードの際に用いられる。シャッタメガネ６００
は、表示パネル１００に左眼映像が表示される区間に開いて、右眼映像が表示される区間
に閉じられる左眼液晶シャッタと、表示パネル１００に右眼映像が表示される区間に開い
て、左眼映像が表示される区間に閉じられる右眼液晶シャッタを含む。シャッタメガネ６
００は、一般的に６０Ｈｚで駆動される。
【００７２】
　図１０及び図１１は、図９の表示装置でデータ電圧の極性変化による画素部の動作を説
明するための波形図である。
【００７３】
　図１０は、画素部Ｐに現在のフレームで印加されるデータ電圧の極性が、前のフレーム
で印加されたデータ電圧の極性に対して反転した場合である。ここで、現在のフレームで
データ配線ＤＬに印加されたデータ電圧は正極性（＋）の電圧であり、前のフレームでデ
ータ配線ＤＬに印加されたデータ電圧の極性は負極性（－）である。
【００７４】
　図１０を参照すると、画素部Ｐは、データ配線ＤＬに正極性のデータ電圧＋ＤＶが印加
される。第ｎゲート配線ＧＬｎに第ｎゲート信号Ｇｎが印加されると、第１液晶キャパシ
タＣＬＣ１の第１サブ電極ＳＥ１及び第２液晶キャパシタＣＬＣ２の第２サブ電極ＳＥ２
にデータ電圧＋ＤＶが印加される。第ｎ＋１ゲート信号が印加される前まで、ダウンキャ
パシタＣｄは、前のフレームでシェアリングされた電荷量に対応する分割電圧－ＳＶを維
持する。分割電圧－ＳＶは、負極性を有する前のフレームのデータ電圧に依る負極性を有
する。
【００７５】
　次に、第ｎ＋１ゲート信号Ｇｎ＋１が印加されると、ダウンキャパシタＣｄの第１電極
Ｅ１に正極性のデータ電圧＋ＤＶが印加される。ダウンキャパシタＣｄは、第２電極Ｅ２
に負極性の分割電圧－ＳＶが維持された状態で、第１電極Ｅ１に正極性のデータ電圧＋Ｄ
Ｖが印加されるので、正極性のデータ電圧＋ＤＶと負極性の分割電圧－ＳＶの電圧差に対
応して一定の電荷量を充電する。ダウンキャパシタＣｄによってシェアリングされる電荷
量は、正極性のデータ電圧＋ＤＶと負極性の分割電圧－ＳＶの電圧差に比例して決定され
る。結果的に、第２液晶キャパシタＣＬＣ２の両端の電極間の電位差ＶＰ１が小さくされ
て、画素部Ｐの第２サブ領域ＳＰ２の透過率が相対的に小さくなり輝度が減少する。
【００７６】
　図１１は、画素部Ｐに現在のフレームで印加されるデータ電圧の極性が、前のフレーム
で印加されたデータ電圧の極性と同一な場合である。ここで、現在のフレームでデータ配
線ＤＬに印加されたデータ電圧は正極性（＋）の電圧であり、前のフレームでデータ配線
ＤＬに印加されたデータ電圧の極性も正極性（＋）である。
【００７７】
　図１１を参照すると、画素部Ｐは、データ配線ＤＬに正極性のデータ電圧＋ＤＶが印加
される。第ｎゲート配線ＧＬｎに第ｎゲート信号Ｇｎが印加されると、第１液晶キャパシ
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タＣＬＣ１の第１サブ電極ＳＥ１及び第２液晶キャパシタＣＬＣ２の第２サブ電極ＳＥ２
にデータ電圧＋ＤＶが印加される。第ｎ＋１ゲート信号が印加される前まで、ダウンキャ
パシタＣｄは、前のフレームでシェアリングされた電荷量に対応する分割電圧＋ＳＶを維
持する。分割電圧＋ＳＶは、正極性を有する前のフレームのデータ電圧に依る正極性を有
する。
【００７８】
　次に、第ｎ＋１ゲート信号Ｇｎ＋１が印加されると、ダウンキャパシタＣｄの第１電極
Ｅ１に正極性のデータ電圧＋ＤＶが印加される。ダウンキャパシタＣｄは、第２電極Ｅ２
に正極性の分割電圧＋ＳＶが維持された状態で、第１電極Ｅ１に正極性のデータ電圧＋Ｄ
Ｖが印加されるので、正極性のデータ電圧＋ＤＶと正極性の分割電圧＋ＳＶの電圧差に対
応して一定の電荷量を充電する。ダウンキャパシタＣｄによってシェアリングされる電荷
量は、正極性のデータ電圧＋ＤＶと正極性の分割電圧＋ＳＶの電圧差に比例して決定され
る。結果的に、第２液晶キャパシタＣＬＣ２の両端の電極間の電位差ＶＰ２＞ＶＰ１が大
きくなり、画素部Ｐの第２サブ領域ＳＰ２の透過率が相対的に高くなり輝度が増加する。
【００７９】
　図１０及び図１１を比較すると、現在のフレームで印加されるデータ電圧の極性が前の
フレームで印加されたデータ電圧の極性に対して反転した場合には、画素部Ｐの第２サブ
領域ＳＰ２が相対的に暗く、現在のフレームで印加されるデータ電圧の極性が前のフレー
ムで印加されたデータ電圧の極性と同一な場合には、画素部Ｐの第２サブ領域ＳＰ２が相
対的に明るくなる。
【００８０】
　このような特性によって、３次元映像モードで画素部Ｐに左眼映像と右眼映像が表示さ
れる場合、データ電圧の極性変化によって、同一な階調に対して左眼映像と右眼映像とが
異なる輝度で表示される。
【００８１】
　以下では、本実施形態によるデータ電圧の極性変化による左眼映像と右眼映像との輝度
偏差を除去するためのフレーム反転方式を、図１２を参照して説明する。
【００８２】
　図１２は、図９の表示装置による３次元映像モードの際の入出力信号のタイミング図で
ある。
【００８３】
　図９及び図１２を参照すると、３次元映像モードで、映像処理部２００は、左眼用デー
タフレームＬ、左眼用ブラックデータフレームＢ、右眼用データフレームＲ、及び右眼用
ブラックデータフレームＢを順次に反復して出力する。
【００８４】
データ補償部４３０は、ルックアップテーブル４３３を用いて、タイミング制御部３１０
から受信したデータに対して補償データを生成して出力する。
【００８５】
　データ駆動部５１０は、データ補償部４３０から提供された補償データをアナログ形態
のデータ電圧に変換し、タイミング制御部３１０から提供された反転信号ＲＥＶに応答し
て基準電圧Ｖｃｏｍに対して負極性及び正極性のデータ電圧を出力する。
【００８６】
　例えば、２４０Ｈｚフレーム周波数を有する表示パネル１００と６０Ｈｚの駆動周波数
を有するシャッタメガネ６００を有する表示装置では、反転信号ＲＥＶは、最初の４フレ
ームＦＮ－４、ＦＮ－３、ＦＮ－２、ＦＮ－１の間でローレベルＬＶ、次の４フレームＦ

Ｎ、ＦＮ＋１、ＦＮ＋２、ＦＮ＋３の間でハイレベルＨＶ、次の２フレームＦＮ＋４、Ｆ

Ｎ＋５の間でローレベルＬＶ、次の４フレームＦＮ＋６、ＦＮ＋７、ＦＮ＋８、ＦＮ＋９

の間でハイレベルＨＶ、次の４フレームＦＮ＋１０、ＦＮ＋１１、ＦＮ＋１２、ＦＮ＋１

３の間でローレベルＬＶ、そして次の２フレームＦＮ＋１４、ＦＮ＋１５の間でハイレベ
ルＨＶを有する一周期が２０フレームの信号である。即ち、反転信号ＲＥＶの周期は１６
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Ｋ（Ｋは自然数）＋４フレームである。
【００８７】
　このような方式で、４８０Ｈｚフレーム周波数を有する表示パネル１００と６０Ｈｚの
駆動周波数を有するシャッタメガネ６００を有する表示装置では、反転信号ＲＥＶの周期
は３２Ｋ＋４フレームであってもよい。即ち、４８０Ｈｚフレーム周波数を有する表示装
置の場合、四つの左眼用データフレームＬ、Ｌ、Ｌ、Ｂ及び四つの右眼用データフレーム
Ｒ、Ｒ、Ｒ、Ｂを含むので、八つのフレーム単位で極性が転換される。反転信号ＲＥＶは
、最初の８フレームの間でローレベルＬＶ、次の８フレームの間でハイレベルＨＶ、次の
２フレームの間でローレベルＬＶ、次の８フレームの間でハイレベルＨＶ、次の８フレー
ムの間でローレベルＬＶ、そして次の２フレームの間でハイレベルＨＶを有する一周期が
３６フレームの信号である。これによって、反転信号ＲＥＶの一周期は８×４＋４フレー
ムである。
【００８８】
　反転信号ＲＥＶによって、データ配線ＤＬに出力されるデータ電圧は、第Ｎ－４フレー
ムＦＮ－４の左眼用Ｌデータ電圧が負極性－ＤＶを有し、第Ｎ－２フレームＦＮ－２の右
眼用Ｒデータ電圧が負極性－ＤＶを有し、第ＮフレームＦＮの左眼用Ｌデータ電圧が正極
性＋ＤＶを有し、第Ｎ＋２フレームＦＮ＋２の右眼用Ｒデータ電圧が負極性－ＤＶを有し
、第Ｎ＋４フレームＦＮ＋４の左眼用Ｌデータ電圧が負極性－ＤＶを有し、第Ｎ＋６フレ
ームＦＮ＋６の右眼用Ｒデータ電圧が正極性＋ＤＶを有し、第ｎ＋８フレームＦＮ＋８の
左眼用Ｌデータ電圧が正極性＋ＤＶを有し、第Ｎ＋１０フレームＦＮ＋１０の右眼用Ｒデ
ータ電圧が負極性－ＤＶを有し、第ｎ＋１２フレームＦＮ＋１２の左眼用Ｌデータ電圧が
負極性－ＤＶを有し、第Ｎ＋１４フレームＦＮ＋１４の右眼用Ｒデータ電圧が正極性＋Ｄ
Ｖを有する。
【００８９】
　左眼用データ電圧を調べると、前のフレームに対して反転した極性の電圧が印加される
フレームは、第Ｎ－４、第Ｎ、及び第Ｎ＋４フレームＦＮ－４、ＦＮ、ＦＮ＋４であり、
前のフレームと同一な極性の電圧が印加されるフレームは、第Ｎ＋８及び第Ｎ＋１２フレ
ームＦＮ＋８、ＦＮ＋１２である。
【００９０】
　右眼用データ電圧を調べると、前のフレームに対して反転した極性の電圧が印加される
フレームは、第Ｎ＋６、第Ｎ＋１０、及び第Ｎ＋１４フレームＦＮ＋６、ＦＮ＋１０、Ｆ

Ｎ＋１４であり、前のフレームと同一な極性の電圧が印加されるフレームは、第Ｎ－２及
び第Ｎ＋２フレームＦＮ－２、ＦＮ＋２である。
【００９１】
　反転信号ＲＥＶの一周期の間、左眼用データ電圧は、前のフレームに対して反転した極
性の電圧が印加されるフレームは３つであり、前のフレームと同一な極性のデータが印加
されるフレームは二つであり、右眼用データ電圧は、前のフレームに対して反転した極性
の電圧が印加されるフレームは３つであり、前のフレームと同一な極性のデータが印加さ
れるフレームは二つである。このように、データ電圧の極性反転に対する条件は、左眼用
フレーム及び右眼用フレームで実質的に同一である。
【００９２】
　これにより、図１０及び図１１で説明した通り、フレーム間データ電圧の極性反転によ
って、ダウンキャパシタＣｄによりシェアリングされた電圧の差による第２サブ領域ＳＰ
２の輝度差が左眼映像と右眼映像で均一に発生する。結果的に、観察者は左眼映像と右眼
映像との輝度差を是認できないので、表示品質を向上させることができる。
【００９３】
　以上、図面を参照しながら本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明は上述
の実施形態に限定されるものではなく、本発明の技術的範囲から逸脱しない範囲内で多様
に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
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【００９４】
　１００　　表示パネル
　２００　　映像処理部
　３００、３１０　　タイミング制御部
　４１０、４２０、４３０　　データ補償部
　４１１、４２１、４３１　　メモリ
　４１３　　第１ルックアップデーブル
　４１５　　第２ルックアップデーブル
　４２３、４３３　　ルックアップデーブル
　４２５　　演算部
　５００　　パネル駆動部
　５１０　　データ駆動部
　５３０　　ゲート駆動部
　６００　　シャッタメガネ

【図１】 【図２】
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【図７】

【図８】
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【図１１】

【図１２】
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